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近現代における外来語「ポイントjの変遷

石 陽陽

キーワード外来語、変選、具体的な概念、抽象的な概念

重喜旨

本稿は「ポイントjを対象とし、近現代における意味変遷の過程、特に抽象的な意

味の変遷過程を明らかにすることを目的とする。その上で、変遷におこった現象に

ついても検討した。その結果、1880年代半ば以降、限られた分野での具象的な意味

「軌道を切り替える装置jなどが日本語に見られるようになる。1960年代には、一般

的な分野で抽象的な意味f物事にある重要なところjが見られるようになる。1990
年代以降、日本語内の独自の用法「サーピスをもらえる得点」が生じてくる。

1 はじめに

明治以降、外来語は西洋の先進的な技術、思想の受容に伴って借用されることが知

られている。特に現代になると、抽象的な外来諾の使用が顕著になっている。佐竹秀

雄(2002:207)は、「外来語の増加という事実は、具体的な物から抽象的な概念へと外

来語の使用領域の広がりがあってこそ起こり得た」と述べている。

このように外来語の研究において、抽象的な外来語の変化は大きな問題の一つで

あるが、その変遷については、具体的な様相が明らかになっていない部分も多いと言

える。

そこで、本稿は「ポインりを対象とし、意味変遷の過程を明らかにする。

(1)古河駅近くで列車脱線原因は主ゑとjこの誤操作 (r読売新聞J1897) 

(2)本番までにどれだけ修正できるかがポイントだ。([毎日新開J2010) 

(1)の「ポイントJは明治時代に見られるもので、「軌道を切り替える装置」という具体

的な概念を表す意味である。 (2)は現代日本語においてよく耳にする「ポイント」の

用法であり、 (1)の具体的な概念と異なり、「要点Jという抽象的な概念を表す意味で

ある。すなわち、「ポイント」には、具体的な概念から抽象的な概念への変化が窺える。

本稿では、 (1)から (2)の意味になるまで、どのような意味変遷があったのか、特に、

(2)のような抽象的な意味はどのように用いられるようになるのか、変遷にどのよう
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な現象がおこったのかを明らかにすることを目的とする。

2.先行研究

抽象的な外来語についての議論について、まず問題になるのはf量的な側面である。

橋本和佳(2010)による現代日本語における外来誇の最の推移の研究が挙げられる。

これは、20世紀の新開社説を対象とした通待的な調査により、外来語の増加過程を描

いたものである。結果のーっとして、現代における抽象的な外来語の増加が社説にお

ける外来語の量的増加に寄与していることが指摘される。

一方、抽象的な外来語の質的な側面についての研究には、変化のプロセスを捉え

ようとする論がある。まず、意味の変化について研究したものには、金愛蘭(2∞6ab、

2008、2011、2012)が挙げられる。そこでは「トラブJレJIケース」が扱われている。金愛

蘭(2012)によれば、1960年代ごろには抽象的な外来語「トラブルJには「デキゴトのト

ラブ1レ」の意味のみが見られたが、 1980年代以降になると、「関係のトラプJレj、「機械

のトラブJレj、「身体のトラブルj、「運営のトラブJレj、「事件のトラブJレjというほかの

5つの意味が見られるようになる。以上のように、 1960年代以降、抽象的な外来語「ト

ラブルJIこ意味の拡大が見られることがわかる。次に、分野の変化について研究した

ものには、井上博文(2011)が挙げられる。国語辞芸書類に載せられる抽象的な窓味「コ

ミュニケーション」の項目を校史的に受理し、日本語への定着過程を明らかにした。

1955年ごろ教育関係の学術辞典の項目として設けられた「コミュニケーション」は、

1973年になると一般的な辞書に記されるようになり、「研究分野の専門用語と日常語

の交渉過程が見られる」と指摘した(p.25)。以上のように、1970年代ごろ、抽象的な外

来語が専門分野から一般的な分野へ広がったことがわかる。

以上の先行研究より、抽象的な外来語には、特に1960・1970年代ごろにおいて、意味

の拡大、専門用語から一般的な用語への広がりという変化が見られる。しかし、これ

らの先行研究は、調査対象資料の時代や分野が限られており、いつ日本語の中に受容

され、抽象的な意味がいつごろからどのように拡大するのか、またその過程でどのよ

うな変化がおこったといえるのか、といった点については触れていない。この点は詳

しい検討が必要であると恩われる。

この方向について検討したものとしては石場賜(2018)がある。そこでは、fセンスJ
を取り上げ、日本語での意味変遷を明らかにした。その上で、英語IsenseJと対照し

て、日本語化が発生したことを明らかにした。ただし、このような検討はさらに必要
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であり、今回は「ポイントJという諾を取り上げ検討する。

調査は明治から昭和初期の文学作品が多く収録される「全文検索システムfひまわ

りjの『青空文庫』パッケージJf太陽コーパスH近代女性雑誌、J(国立国語研究所)、近

現代の名作文学が収録されるfCD-ROM版新潮文庫のl∞冊J(新潮社)によって行

う。また、新聞資料については、読売新聞のデータベース「ヨミダス歴史館J(明治一昭

和)、fCD:毎日新開データ集J(毎日新聞社)を調査する。

3.日本への受容初期(1880年代半ばー 1950年代半ば)

3-1.受容初期の前期(1880年代半ばー 1920年代初)

日本語における「ポイント」は1880年代半ばから見られるようになる

(3)解らんポイント〔ところ〕も屡屡あるが。([当t証書生気質J坪内遁遥1885)

(3)のfポイントjは後ろに「ところJという注釈があるように、問題の解けないところ

を指し、「物事の中にある特定のところ」という意味と考えられる。本稿では、この「物

事の中にある特定のところ」を意味①とする。

次に見られるものは、1890年代以砕の例である。

(4)ポイントに置き石、上野発の終列車が脱線した。([読売新聞」朝刊1890.09. 16) 

(5)ポイント式活字(九ポイント)発売広告 ([読売新聞」朝刊1905.01.06) 

(4)は列車が音を立てて、軌道を切り替える装置の上を通った、ということを述べて

いる。このfポイントjは軌道を切り替える装置、
表11880年代半ば 1920年代初

における「ポイントJの使用 分岐器というものである。 (5)は印刷用の活字

… 
CD I G 由

19011 I 8 
1田71 I 1 
19121 I 1 

19171 I 
19231 

の競売広告である。活字の大きさの表示には1

ポイントは0.3514ミリメートルとするポイン

ト式があり、この「ポイントJは活字の大きさの

単位である。本稿では、 (4)の「軌道を切り替える

装置」を意味②、 (5)のf活字の大きさの単位」を

意味③とする。また、意味②、③は、それぞれ鉄

道、印刷の分野に用いられることが分かる。

このうちの(3)は英語の翻訳家であった坪内

議遥が意図的に注釈を付け加えた使用例であ

り、意味①のそのほかの例はこの時期には見ら

れず、この段階で意味①の使用は特殊であり、一
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般性があったわけではないように恩われる。すなわち、lお0年代半ばから1920年代初

までのこの時期において、「ポイント」は(4)(5)のように、意味②③のみで日本に用い

ら;flていること11ぎわかる。

ここで、この時期の各意味の使用を表lに示す。表1より、この待期における「ポイン

ト」は分岐器という具体的な物を表す意味②と、活字の具体的な大きさを表す意味③

として、日本語の中で用いられるようになることがわかる。特に、意味②の使用が新

聞記事にも、文学作品にも多いこともわかる。

以上、 1880年代から192C年代にかけては、「ポイント」の日本語への受容が始まり、

具体的な概念を表す意味②③が日本語に見られるようになった。また、この時期にお

ける意味②③はそれぞれ、鉄道、印刷の分野に用いられている。

3-2.受容初期の後期(1920年代半ば-1950年代半ば)

意味②③のみで用いられた前期と呉なり、 1920年代半ば以降になると、以下の新し

い用法が見られるようになる。

(6)横浜正金銀行は、年内物の建値より対英対米とも一ポイント引き下げたが、 ー。

(i読売新聞」朝刊1924.08. 03) 

(7)摂氏限度の水銀は、比重十三ポイント六なるごとき

(宮沢堅苦治「春と修羅J1926青空文庫)

(8)博士は何か細かい数字を盛んに筆記した。 i、全つまり ss五0ーがやっぱ

り四主4之上九0、五O二が五主壬と上一入、 J

(海野十三「地球盗難Jrラヂオ科学Jl936青空文庫)

(9)亜細亜の西の端を「ノーダjレ・ポイント」といい、東方文明と西方文明とが結びつ

けられ、何れともつかぬ所もしくは両方についた所ともいい得べき場所柄だと

称している。(新渡戸穏造f東西相触れてJ1928青空文庫)

(6)の「一ポイントJはi196Jであり、この「ポイント」はfパーセントjと解釈できる。ま

た、この時期において、(6)と同じ用法は、すべて金融関係の文脈で見られる。(7)(8) 

の「十三ポイント六Ji四ポイント九OJはi13.6Ji4.90Jであり、このfポイントJは「小

数点Jを指している。また、この時期において、(7)は宮沢賢治の科学に関わる文脈で

あり、ほかの「小数点Jという意味の局側はすべて(8)のように、科学解説者である海

野十三の作品であるため、この時期において、文学作品にしか見られない「小数点jと

いう意味の使用は科学の分野に限られていると息われる。(9)の文脈を見ると、「ノー
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ダJレ・ポイントjは亜細亜の西の端にあって、アジアの西の端の東方文明と西方文明

を結ぶ地点であることがわかる。この「ポイントJはf地点Jという意味と考えられる。

本稿では、 (6)の「パーセント」を意味④、(7)(8)のは、数点」を意味⑤、 (9)の「地点Jを

意味⑥とする。

一方、以上に見られる新しい意味④~⑥のほかに、 1930年代以降になると、意味①

の使用には、次のようなものが見られる。

(10)学位論文として著者が自身をもって提出するほどのものでなんらか斯学に貢

献するポイントをもたないようなものは極めて稀であろうと思われるのであ

る。(寺田寅彦「学位についてJf改造J1934青空文庫)

(11)纏めて多くの人間が生活のどんな主4と上でそれてゆくものか、そのポイント

に自分が立ってみなければ分らない

(宮本百合子「獄中への手紙J1938青空文庫)

(10)の「ポイント」は「論文の中にある貢献するところjと解釈でき、 (11)の「ポイン

ト」は「生活の中にあるそれていくところ」と解釈できる。この「ポイント」は、前期の

(3)と同じ、「物事の中にある特定のところjという意味と考えられる。すなわち、(10)

(11)は意味①の用法である。だが、このうちは0)は東京帝国大の物理学者である寺田

寅彦の使用例で、学術論文という学術の分野に関係する文脈であり、ほかに意味①の

用例はすべて日本女子大学英文科中退という経肢がある宮本百合子の作品である。

このため、この時期に見られる意味①の使用は前期と悶じく、まだ一般性があったわ

けではないように恩われる。すなわち、1920年

表2 1920年代半ばー 1950年代半ば代半ばから 1950年代半ばまで、「ポイント」に
における「ポイント」の使用

1(2)1(1)1 I 
I I 6 119ぉ1
I 1 I 1 11926バ
I I 1 11928 I 
I I 4 119291 
1110119341 
I I 1 119ぉ:

I I 5 11937 

ヒ」

は、新しい意味④~③が追加され、日本語に用

いられるようになると言える01

この時期における「ポイントJの各意味の使

用を表2に示す。この時期における「ポイントj

は、前期の具体な概念を表す意味②③が用い

られ続けるほかに、小数の記号を表す意味⑤、

地点を表す意味⑥ような具体的な概念を表

すものも見られるようになる。また、この持期

の新聞記事で圧倒的に多く用いられる意味④

「パーセント」は具体的な物を表す概念ではな
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いが、使用が金融分野に限られている。

以上より、 1880年代半ばから1950年代までにかけて、fポイントjは具体的な概念を

表す意味からはじまり、限られた分野で受容されるようになると言える。本稿は、こ

の時期を受容初期とする。より具体的にみると、まず、 1880年代半ばから1920年代初

頭まで、具体的な概念を表す意味「軌道を切り替える装置J、「活字の大きさの単位」が

それぞれ鉄道、印刷の分野で用いられるようになる。次に、 1920年代半ばから1950年

代半ばまでの待期には、新しい具体約な概念を表す意味f小数点Jr地点」が見られる。

また具体的な概念ではない「パーセントjも見られるようになるが、金融関係の専門

用語として用いられている。この二つの異なる時期をそれぞれ、受容初期の前期、受

容初期の後期とする。

4 日本への受容の進行期(1950年代半ば-1980年代末)

4-1 抽象的な意味への拡張

具体的な概念を表す意味が用いられる前期とことなり、 1950年代半ば以降になる

と、抽象的な概念を表す意味が見られるようになる。次のようなものである。

(12)この春は特に呂にポイントにおいて、神秘的な美しさを表現するようにしてみ

ましょう。 (r読売新開J1956.03. 26朝刊)

(13)この初勝利に投手起用が主4之上だ。 (r読売新聞J1962. 05. 19朝刊)

(14)こんごは診療報酬の地域差徹廃、生活保護基準の引き上げ、国保の給付改善の

ための財源調整などがポイントになってきた。 (r読売新聞J1962. 12. 28朝刊)

(12)は春の女性の全体メイクにおいて目がE重要である、ということを述べている。こ

の「ポイントJは「物事(メイク)の中にある重要なところjである。(13)(14)は投手の

作用、財源調整の内容が重要であるということを述べて、この「ポイント」も「物事の

中にある重要なところjという意味と考えられる。

さて、この(12)(13) (14)のf物事の中にある重要なところ」という意味は、前期に見

られる意味①「物事の中にある特定のところ」とかなり似ているように思われるが、

ここでその差異を検討する。

(15)農民生活を題材としても、その文学のねらう、主要なポイントは、プロレタリア

文学が所期するのと同じ方向に一致させようと、常に努力されて来ている。

(r幾民文学の問慾j黒島伝治1970青空文庫)

(15)の「主要なポイント」は「主要な、文学の中にある狙うところ」と解釈でき、「主要
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な、物事の中にある特定のところjという意味と考えられるため、その中の「ポイン

トJは「物事の中にある特定のところ」という意味と思われる。すなわち、意味①の用

法である。(15)の意味①の「ポイント」自体にはf重要Jの合意を持っておらず、連体修

飾語「主要な」を伴っている。一方、(12)(13) (14)の「ポイント」はJ物事の中にある重

要なところ」という意味で、「ポイントj自体に「重要Jという含意があり、連体修飾語

を伴わずに単独で働いている。すなわち、 (12)(13) (14)の「ポイント」は(15)の意味①

と似ているが、違う意味と構文で働いていることがわかる。本稿では、 (12)(13) (14) 

のような意味を (15)の意味①と区別するために、「物事の中にある重要なところjを

意味⑦とする。

また、この時期における「ポイントJには、以上の抽象的な意味⑦のほかに、次のよ

うな新しい用法も見られるようになる。

(16)テニスの主4と上は1!点を7ィフティーンと呼ぶ。

(1読売新開J1959. 10. 18朝刊)

(17)日本女子は、シンガポーJレに勝ったが、五戦全勝伺士の中国には大関がl笠4

ントをあげただけで1-3で敗れた。 (1読売新開J1972. 09. 06朝刊)

(16) (17)の「ポイント」は試合の得点のことを指し、この「ポイントJはf得点」という

意味と考えられる。また、 (16)(17)と同じ用法は、スポーツの分野に限られている。本

稿では、この「試合の得点Jを意味③とする。

次に、この時期におけるfポイント」の各意味の使用数を表3に示す。

表3 1950年代半ば 1980年代末における

「ポイントJの使用

表3から、この時期、前期に見

られる意味②④⑤がそのまま用

いられ続けているほかに、新し

い意味ci③が見られるようにな

ることがわかる。意味①③が文

学作品のみに一部見られること

もわかる。また、 19氾3年代以降、

抽象的な概念を表す窓味⑦の使用が急増し、圧倒的に多く用いられるようになる。

4-2.各意味の使用分野

この時期における各意味の使用分野を把握するために、新聞における各意味の紙

面を調査し、表4に示す。表4より、意味②「軌道を切り替える装置」カヰ士会面に、意味④
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表4 1950年代半ば 1980年代末の 「パーセントjが経済面に、意味@f試合の得

新開記事における各意味の紙面 点jがスポーツ商に限られるのと異なり、抽象

的な意味⑦「物事にあるE重要なところ」は、「経

済商Jf政治面Jf国際問Jfスポーツ面jのよう

な専門性が高いもののほかに、「生活iiiiJi社会

面Ji文化面」のような総合的な紙簡にも見ら

れる。また、「社説Ji広告Jにも見られる。すなわち、抽象的な意味⑦は特定の分野に限

られるわけではない。

以上、 1950年代半ばから1980年代末までにかけては、「具体的な概念、限られた分

野」という前期の性質と異なり、「抽象的な概念、ー綾的な分野Jという性質が顕著に

なっている。具体的に言うと、揃象的な概念を表す意味⑦「物事の中にある重要なと

ころJが現れ、 1960年代以降、使用が急増して、fポイントjの主な意味として用いられ

るようになる。また、意味⑦の使用は特定の分野に限られることなく、一般的に用い

られていることもわかる。すなわち、この時期における「ポイントJの受容が続き、撤

象的な概念が受容され、ー綾約な分野に用いられるようになる。本稿ではこの時期を

受容の進行期とする。

5 意味派生の発生撤(1990年代以降)

1990年代以降、次のような用法が見られるようになる。

(18) i 、公共料金の引き落としで一点、百万円以上の定期で三点というポイント市IJ

を導入、高得点の顧客には金利をサービスするJなど、早くも爾客の聞い込み策

を検討中だ。 (i読売新聞J1991日6.06朝刊)

(19)ライブドアポイント制の株主優待制度導入。 "01ポイント=1円相当。

(i毎日新聞J2∞5.03.23朝刊)

(18)の「ポイント」は金利をもらえる得点を指し、fポイントJは「商繋のサーピスをも

らえる得点Jという意味と考えられる。(19)は多くの株を買えば買うほど、l円相当の

得点がより多くもらえることを指す。「ポイントjも「サーピスをもらえる得点」の窓

味である。「商業のサービスjと「得点」という二つの要素をもっ。

この(18)(19)は前期の意味③f試合の得点」に関連していると考えられるため、

(18) (19)の「サービスをもらえる得点jを窓味⑤とする。さらに比べてみると、「試合

の得点jという窓味③から、「試合jという要素が税落し、f得点jという要素が引き継
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がれる一方、「商業のサービスJという新しい要素が追加されれば、「商業のサービス」

と「得点jで構成される意味③'が生まれることになる。

さらに、意味③が現れて以降、複合語「ポイントカードJが見られるようになる。

(20)私の行っている献血ルームでも笠4と土史二Eでポイントを集めて、いろいろ

な溺品がもらえた。 (1毎日新聞J2005.04.24朝刊)

(20)の「ポイントカードJは会員カードとして積算された得点でサービスを受けられ

るものを指し、「サーピスをもらえる得点を貯める札Jという意味と考えられる。

以上(2日)のfポイントカード」は「ポイントjと「カード」というこつの諾要素で

「サービスをもらえる得点を貯める札jという意味になる。このうち、fカードjは札で

あるから、「サーピスをもらえる得点jの意は「ポイントJが持っと恩われる。すなわ

ち、「ポイントカードJの造語成分となるfポイントJは意味③の「サービスをもらえ

る得点Jの用法である。これは、意味③で造語成分として用いられることで、意味③'

は十分に定着しているということを意味すると言える。

この時期における各意味の使用数を表5に示す。「毎日新開Jを対象とする。

表5 199日年代以降の新聞記事

における「ポイントJの使用
回 I(3) I曲!曲 I(7) I帥 l曲。

1995 110 I 1248124 12421 47 i 5 
2005 I 3 I 1 I 3971 11 I 235 I 89 I 813 
z010 17 I 14081311821731135 

表5によって、この時期における「ポイントj

には、意味③⑦③'の使用が多く見られるよう

になる。

以上、 1990年代以降、荷業の分野にかかわる

意味②「サービスをもらえる得点Jが派生してくるようになる。その後、それが十分

に定着した上で、造語成分として、複合語を作り出した。なお、ほかの意味の使用分野

は前期と同じで、特に変化が見られない。前期と同じく、意R釈Zll軌道を切り替える装

霞J、意味③「活字の大きさの単位」、意味CID[試合の得点jは鉄道、印刷、スポーツの分

野に関わり、意味④fパーセント」は金融分野の用語として用いられ続けている。

6 変遷に見られる言諮現象

ここまで見てきたように、「ポイントJの変遷過程が明らかになった。しかし、外来

語である「ポイントJの変遷に存在する言語現象を考えるには、原語と関係を犯援す

る必要がある。そこで、英詩資料であるIOEDJ(OxfordEnglish Dictionary，オック

スフォード英語辞典)、 1810年からの言語データが収録されるICOHAJ(Corpus of 

Historical American English，アメリカ英語歴史コーパス)、と1980年以降の英語資

料IBNCJ(British National Corpus，現代イギリス英語国立コーパス)を対象とする。
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6-1. r日本語化J

rOEDJに見られるpomtの意味を表6に示す。(行末は日本語訳の添付である)

表6 rOEDJに載る pointの各意。味と臼本語「ポイントjの各窓味の対照

En文 point jap ポイント

名調 1 opinionlfact窓見/事実

2 田ainidea要点 ⑦物事にある重要なところ

3 pu叩ose目的

4 a particular detai!特定のところ ①物撃にある特定のところ

5 a particular quality or leature that sb/sth has特徴

6間a、段p階articular time or stage of development特定の時

7 place場所 ⑥地 点

8 one of the marks of direction around a compass 
コンパス周りの方向マ ク

9 an individual unit that adds to a score in a game 
③試合の得点

or sports c9:J:I'lpetition試合、ゲムの得点

10 a mark or unit on a scale of measurement 
@パーセント

測定競模のマークまたは単位

名詞 II the dot that separates a whole number lrom the 
⑤小数点

part that comes a丘町 itドット

霊的2球;;， 掌

12 sharp end尖った端

13 land (a narrow piece 01 land that stretches into 
the sea)島

14 a very small dot 01 light or colour 小さな光や色の
ドット

15ca tnpCIiteyc電e気01接eq続uでipment can be connected to 
ele に きるところ

16 in ballet 16 points=pointeバレエで 16点ーポルテ

17moa vepd letco e aoilf ctrack at n pltaoce chwahrlezre e ta rarcakasw転a轍y機that can 
OW  a tral 

②軌道を切り替える装援

18 size of l~g~rs in printingr百字の大きさの単位 ③活字の大きさの単佼

19 show with finger指で指す

警
20 aim呂指す

21 face direction顔の向き

22 lead toつながる

23 show the way方向を指す

③'サービスをもらえる得点

表6から、英語pomtは、名詞18種類と動詞5種類の窓味を持つことがわかる。また、

日本語「ポイントjの意味には、意味③'以外に、意味①~③は英語pointlこある意味で

あることが見られる。すなわち、意味③'は英語pointlこないものであり、日本語内の
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独自の用法であることがわかる。このような英語にないものが日本語内に生まれて

きたという現象について、石綿敏雄(2001)は「臼本語化Jと称し、「日本語化」は外国語

が外来語になる上で欠かせない過程であり、外来語の受容と変容の過程に見られる

現象であると指摘している。本稿は、それにしたがって、「ポイント」の変遷に見られ

る英語にないものが日本語内に生まれてきたという現象を「日本語化」とする。

6-2.受容のパ安一ン

さらに、ここまで見られてきた「ポイントJの意味は、英語pomtからどのように受

容されるのだろうか。「ポイント」の受容初期である20世紀初頭、進行期である1950

年代、変化期である2000年代において、年代ごとに各400例をサンプリングして、英語

pomtの各時代における用法を見てみる。結果を表7に示す。

表7 1900'1950・2000年代における英語IpointJの各意味の使用数(サンプリング)
一寸寸ー12 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 1 10 1 II 1 12 1 13 1 14 1 15 1 16 1 17 1 18 119羽

目制124 1日 1161151151坦 i臼 I 2 I 14 I 9 1 10 I 48 I II I 24 1 3 I 0 I 6 I 15 I57 
19501 29 1 47 1 8 1 31 1田 124 1付 10121121311田 I4 Iお 1611131241お

夜間I19 I 61 I 17 I 28 I 24 I田 141 1 0 1 16 1 9 1お 13216119111013115161

表7から、英語pomtにはどの年代でも意味1-18までの名詞の用法と19-23の動詞

の用法が見られ、意味変化はないと考えられる。また、抽象的な意味を表す英語21姿

点Jの使用がどの待代でも最も多いこともわかる。

この表7の結果を踏まえ、日本語「ポイント」の受容パターンを以下に示す。

(一)受容初期における「ポイント」は具体的な意味「鉄道の分岐器JI活字の大きさの

単f立jとして日本語に見られるようになることがわかる。すなわち、「ポイント」

は、英語に多く用いられる抽象的な意味ではなく、具体的な概念を表す意味から

受容されはじめている。

(ここ)受容の進行期における「ポイント」には、揃象的な意味f物事にある重要なとこ

ろ」という意味が現れることがわかる。すなわち、「ポイント」は、抽象的な概念を

表す意味として、受容され続けている。

(三)派生期における「ポイント」は、「サービスをもらえる得点Jという日本語内の独

自の用法が見られるようになる。すなわち、「ポイントjには変容の発生が見られ

る。

以上、「ポイント」の受容段階が明らかになった。これはJ具体的な概念の受容ー抽

象的な概念の受容…変容の発生」というパターンであると結論づけられる。
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7 まとめ

以上のことをふまえ、外来語「ポイントJの変遷を以下のようにまとめる。

1)受容初期(1880年代半ば… 1950年代半ば)

英語の具体的な概念を表す意味から受容されはじめ、限られた分野に用いられ

る段階である。1880年代半ばから1920年代初まで、具体的な概念を表す意味②③が

鉄道、印刷の分野にかかわって用いられる前期と、 1920年代半ばから1950年代半ば

まで、具体的な概念ではないが、金融関係の専門用語とする意味④が見られるよう

になる後期に分けられる。

2)受容の進行期(1950年代半ば-1980年代末)

英語の抽象的な意味から受容され続け、一般的な分野に用いられる段階である。

1950年代半ば以降「物事の中にある重要なところ」という抽象的な概念を表す意味

が見られるようになり、特に1960年代以降急増している。また、使用は特定の分野

に限られること古ぎない。

3)変化の発生期(1990年代以降)

英語にない意味が現れて、「日本語化」という意味の変容が発生する時期である。

英語にない「商業のサービスをもらえる得点Jという意味は、スポーツに限られる

f試合の得点」という意味から生じたものである。

以上のようにJポイントJの変遷過程を明らかにした。さらに、英語pointと対照

することによって、「ポイント」の変遷に「日本語化jという現象が見られることがわ

かった。また、「ポイント」の受容において、「具体的な概念の受容ー抽象的な概念の受

容一変容の発生」というパターンが見られることも明らかになった。

詮

1 室長者の今回の調査範囲では、止のようなものも見られる。

キパンド1むを入れて作り、縫目は察側の中央になる様にし闘の如く上前だけポイント〔線形]にしてf搭六

部j飾釦をつけスナップでとめます。 C[綿入倶車部J1925近代女性雑誌)

*鉄砲を持って犬を連れてゆく、獲物がいると丈はすぐにポイントする。誌の仕度をして追えというと飛

び出してゆく。 C[犬J1929背空文原)

以上の倒文によって、「ポイントJには「尖った形の鐙目J.f猟犬が前肢の一方をあげ、獲物を注視する」という

こつの意味をもつことがわかる。だが、今回の調査範麹では、このこつの窓味とするほかの係は見られず普

通に用いられるものだと思われないため、本稿ではこれらの意味を1項としてたてることはしない。
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